
確認検査の結果が陽性となった方へ
■ 確認検査でも「陽性」の判定となりました　（HIVに感染していることが分かりました）
即日検査の結果が陽性であったため、慎重に精密な検査を行った結果、確認検査でも
陽性であること（HIVに感染していること）が確認されました。
現在は、治療法の開発がすすみ、感染していても健康を回復・維持することができるようになりました。現在の体調に問題がない方も、専門的な治療を提供できる医療機関・医師のもとで、まず「現在の健康状態の把握」を行い、「今後の健康管理と治療の相談」をしてください。受診する病院や医師は自由に選ぶことができます（後で変更もできます）。
保健所でもそのような専門病院の紹介を行っています。また、都合で紹介病院と異なる病院に行くことになっても問題はありません。


■ 専門病院で受けられる医療
最新の医療情報に基づき適切なアドバイスを受けることができます。治療の主な内容は、定期的な血液検査と内服薬の服用です。薬の処方は、血液検査の結果や個人の生活スタイルを考慮してその内容や服薬時期が決められます。
■ 医療費の支援があります
高額医療費・障害認定・更生医療など、検査や治療にかかった費用を補助する制度があります。保健所職員あるいは専門病院の医療相談員やナースにおたずねください。
■ プライバシーの保護について
医療における個人情報は保護されています。あなたに無断でご家族やパートナーに知らせることはありません。安心して医療機関や各種サービスをご利用ください。
■ 情報について
この分野の医療は日進月歩です。新しい情報、正確な情報を主治医や医療スタッフからあるいは信頼できる情報源からお聞きください。また、インターネットからも数多くの情報を得ることができますが、その情報が正しいものか、最新のものかについては主治医や医療スタッフに必ず確認してみましょう。
■今後の日常生活について
◎家族への感染予防
食事・入浴・施設の共用など日常生活で感染することはありません（感染力をもつものは血液・精液・膣分泌液・母乳等の体液だけです）。したがって、日常生活で特に制限の必要はありません。多くのHIV陽性者が仕事や勉学についてもこれまでと同様な生活を継続しています。ただ、あなたの体調によってはいろいろな感染症にかかりやすくなっている場合もありますので、体調維持のため衛生的で規則正しい生活を心がけてください。
　　◎パートナーへの感染予防　
セックスでは相手に感染させるおそれがあります。コンドームを使用するなど予防を確実に行うよう十分気をつけて下さい。また、既に感染の可能性のあるパートナーがいる場合には、できることなら検査を受けることをすすめてください。そして、予防を確実に行うことで恋愛や結婚も可能です。
 

初回の受診は事前に電話であらかじめ確認するとスムーズです。
	専門医療機関
（担当医）

	

	電話番号

	

	持参するもの

	紹介状・保険証・お金

	その他

	現在、別の病気で治療をしている方は、内服薬など治療の内容を受診時におしらせください




①フリーダイヤル電話相談：0120-177-812（無料）

携帯電話からは：03-3592-1183（有料）

時間：祝祭日を除く月～金曜日　10時～13時 ・ 14時～17時

②JFAPエイズサポートライン：03-5521-1177（プッシュ回線）

24時間電話相談自動応答システム：8ヶ国語対応

（日本語、英語、スペイン語、ポルトガル語、中国語、韓国・朝鮮語、タイ語、タガログ語）

③エイズ予防情報ネット：http://api-net.jfap.or.jp/

（携帯より）：http://api-net.jfap.or.jp/i/
④ぷれいす東京　ポジティブライン（厚生労働省委託事業）HIV陽性者、

パートナー、家族のための相談ライン　

0120－02－8341　月～土　　13時～20時　　＊携帯電話。PHSからも利用可
様式５





★　現在の体調に問題がなくても放っておくのは危険です。


最初の受診は必ずこの確認検査直後にしてください。








紹　介　医　療　機　関　情　報





電話相談先、情報提供サイト









